
東南アジアの自然と農業研究会 
第 112 回研究例会のご案内 

 
   第 112 回定例研究会を開催いたします。今回は、東京医科歯科大学の梅崎昌裕氏に

下記のように報告していただきます。皆様の多数のご参加と活発な討論を期待してお

待ちしております。 
 

記 
 
日 時： 2003 年 10月 17日（金）午後4時～午後6時 
会 場： 東南アジア研究センター  東棟２階第１教室 
               京都市左京区吉田下阿達町 46 
  川端通り荒神橋東詰め 
話題提供者： 梅崎 昌裕 氏（東京医科歯科大学） 
 
話 題：「パプアニューギニア高地におけるサツマイモ耕作の変容」 
 
要 旨：伝統農耕は環境を破壊する側面と保全する側面を併せもっている。そもそも畑を開

く際には一次植生を切り開く必要があり、人間が農耕に依存して生活することによる森林の減少は

不可避的なものであるといえよう。一方、耕作中の畑に地力回復を目的とした植林を行う、あるい

は肥料として鋤き込むための特定の植物を畑の周りに植えるという行動は積極的な環境保全行動で

あるということもできる。植えられる植物は人々が何らかの意図をもって選択したものであり、地

域生態系には人々にとって有用な植物の生息密度が上昇することになる。このような伝統農耕と自

然環境の具体的なかかわりを解明することを目的としてパプアニューギニア高地タリ盆地において

フィールドワークをおこなった。タリ盆地ではサツマイモの生育に適した土壌水分量を実現するた

めに排水溝を掘り巡らし、植え付けのためにマウンドをつくり、土壌の肥沃度を維持するために積

極的な植林と緑肥の鋤き込みを行う集約的なサツマイモの耕作が行われてきた。しかしながら、近

年では急激な人口増加、天然資源の発見、人口移動によって、盆地の一部では休耕期間の短縮と土

地生産性の劣化がすすみ、食料生産を中心とした生存システムが変容を余儀なくされている。発表

では、この動態を具体的なデータを示しながら紹介する予定である。 
 

問い合わせ先： 星川圭介  総合地球環境学研究所 
Tel. 075-229-6194  mailto: hoshi@kais.kyoto-u.ac.jp 
田中耕司  京都大学東南アジア研究センター 
Tel. 075-753-7307  mailto: kjtanaka@cseas.kyoto-u.ac.jp 

 
ホームページ： http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/seana/ 


